
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
悦
儲
師
》

1
｢
三
重
霞
嬉
敷
顔
鳥
｣
に
つ
い
て
　
ー

は

じ

め

に

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
(
一
七
七
五
～
一
八
三
一
)
　
は
文
化
文
政
期
の
江
戸

歌
舞
伎
を
担
っ
た
人
気
立
役
で
あ
る
｡
筆
者
は
彼
に
関
す
る
研
究
を
行
い
'
生

涯
を
通
じ
絶
賛
さ
れ
た
所
作
(
舞
踊
)
　
の
力
量
を
育
ん
だ
土
壌
と
し
て
､
ま
ず

(
1
)

幼
少
期
の
環
境
を
報
告
し
た
｡
調
査
の
結
果
､
実
父
初
代
三
津
五
郎
譲
り
の
先

天
性
に
加
え
､
江
戸
三
座
の
l
､
森
田
座
の
座
元
の
家
に
生
ま
れ
　
(
母
方
の
血

縁
)
､
同
家
の
後
継
者
と
目
さ
れ
て
の
立
場
･
修
養
が
､
幼
-
し
て
多
-
の
所
作

を
勤
め
る
機
会
を
与
え
た
と
い
う
結
論
を
得
た
｡
本
稿
で
は
そ
れ
を
踏
ま
え
た

上
で
､
三
津
五
郎
　
(
以
下
三
代
目
を
指
す
)
　
が
若
き
日
に
初
演
し
た
長
唄
･
富

み
え
が
す
み
う
れ
し
き
か
お
ど
り

本
掛
合
の
所
作
事
｢
三
重
霞
嬉
敷
顔
鳥
｣
を
取
上
げ
､
作
品
分
析
を
通
し
て
三

津
五
郎
の
芸
風
･
事
績
の
一
端
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
｡

｢
三
重
霞
嬉
敷
顔
鳥
｣
は
朝
比
奈
の
悦
偏
師
､
或
い
は
三
重
霞
の
塊
偏
師
と
通

称
さ
れ
る
｡
本
作
は
再
演
を
み
ず
､
現
在
長
唄
今
藤
派
の
み
が
伝
承
す
る
稀
曲

(
2
)

で
あ
る
が
､
音
源
も
世
に
出
､
多
-
の
作
品
が
廃
絶
し
た
中
に
あ
っ
て
､
大
変

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
低
値
師
》

金
　
子

健

貴
重
で
あ
る
｡
な
ぜ
な
ら
ば
当
時
の
番
付
や
役
者
評
判
記
､
或
い
は
音
曲
正
本

等
出
版
物
に
よ
る
情
報
に
加
え
'
実
際
の
曲
調
を
知
る
事
に
よ
-
構
成
､
所
作
､

情
趣
を
具
体
的
に
把
握
出
来
る
数
少
な
い
作
品
だ
か
ら
で
あ
る
｡
続
-
本
章
か

ら
は
作
品
概
略
に
つ
い
て
述
べ
た
上
で
､
そ
の
特
徴
や
主
演
者
三
津
五
郎
に
と

-
父
祖
の
芸
を
継
承
す
る
上
演
で
あ
っ
た
､
そ
の
背
景
を
論
じ
て
ゆ
き
た
い
｡

一
㌧
　
作
品
の
初
演
に
つ
い
て

｢
三
重
霞
嬉
敷
顔
鳥
｣
　
(
以
下
｢
三
重
霞
｣
と
略
称
)
　
は
享
和
三
年
(
一
八
〇

ふ
た
ば
の
は
る
こ
と
ぷ
き
そ
が

≡
)
　
正
月
江
戸
中
村
座
｢
松
春
寿
曾
我
｣
一
番
目
六
立
目
で
初
演
さ
れ
た
｡

(
"
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
-
*
)

興
行
初
日
は
役
割
番
付
に
｢
正
月
十
三
日
｣
'
辻
番
付
に
｢
来
ル
十
七
日
よ
-
｣
'

(
5
)

絵
本
番
付
に
｢
正
月
廿
五
日
ヨ
リ
｣
と
あ
る
｡
江
戸
歌
舞
伎
初
春
の
吉
例
で

あ
っ
た
曾
我
狂
言
の
〓
幕
で
'
眼
目
で
あ
る
対
面
の
前
幕
に
踊
ら
れ
た
｡
絵
本

(
6
)

番
付
は
　
｢
六
立
目
口
浄
瑠
璃
｣
､
長
唄
正
本
は
　
｢
第
一
は
ん
め
大
詰
｣
　
(
表
紙
)

と
す
る
が
､
絵
本
番
付
に
拠
れ
ば
六
立
日
が
大
詰
に
該
当
す
る
た
め
敵
齢
は
な

い
｡
曾
我
五
郎
が
駿
河
国
手
越
の
廓
で
'
恋
人
化
粧
坂
少
将
と
一
時
を
過
ご
す

六
七



と
こ
ろ
へ
小
林
朝
比
奈
扮
す
る
塊
偏
師
が
訪
れ
､
廓
噺
を
交
え
た
三
人
の
踊
-

と
な
る
内
容
で
あ
る
｡
役
者
絵
は
管
見
に
入
ら
な
い
が
､
辻
番
付
や
絵
本
番
付

で
は
少
将
が
五
郎
の
髪
を
硫
-
前
へ
､
人
形
箱
を
首
に
下
げ
た
朝
比
奈
を
措
-

構
図
が
見
ら
れ
る
｡

出
演
者
に
つ
い
て
､
長
唄
正
本
か
ら
左
に
情
報
を
抄
出
す
る
　
(
但
し
､
富

本
･
長
唄
の
別
､
代
数
を
表
す
人
名
上
の
○
数
字
'
数
え
年
齢
は
筆
者
に
拠

る
)
｡
上
演
時
'
三
津
五
郎
は
数
え
二
十
九
歳
｡
年
若
な
初
代
尾
上
栄
三
郎

(
後
､
三
代
目
尾
上
菊
五
郎
)
と
の
共
演
に
､
先
輩
格
の
立
女
形
中
山
富
三
郎
が

花
を
添
え
て
の
舞
台
で
あ
っ
た
｡

小
は
や
し
の
朝
比
奈
　
　
③
坂
東
三
津
五
郎
(
二
九
歳
)

曽
我
の
五
郎
時
宗
　
　
　
①
尾
上
栄
三
郎
　
(
二
〇
歳
)

け
わ
い
坂
の
セ
う
/
ト
　
①
中
山
富
三
郎
　
(
四
四
歳
)

(
富
本
)

三
弦

②
富
本
斎
宮
太
夫
(
二
七
歳
)

富
本
麓
太
夫

鳥
羽
屋
里
夕

(
長
唄
)
上
て
う
し
　
　
名
見
崎
喜
蝶

②
芳
村
伊
三
郎

三
弦
mm.

-
A
　
/

小
つ
ゞ
ミ

左
つ
'
蝣
>
t
t
f

①
杵
屋
正
次
郎

杵
屋
彦
次
郎

住
田
新
七

田
中
佐
十
郎

大
田
市
左
衛
門

六
八

太
鼓
　
　
　
　
坂
田
重
兵
衛

ふ
-
附
　
　
　
山
口
七
之
介

ま
ず
音
曲
に
関
し
て
は
'
富
本
･
長
唄
の
掛
合
で
あ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
｡

掛
合
奏
演
は
'
や
が
て
文
化
年
間
に
入
-
変
化
物
の
流
行
と
と
も
に
急
増
す
る

I
S

が
､
未
だ
こ
の
時
点
で
は
画
期
的
で
あ
っ
た
｡
富
本
の
二
代
目
斎
宮
太
夫
は
'

の
ち
清
元
を
創
流
し
初
代
清
元
延
寿
太
夫
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
｡
そ
し
て
鳥

羽
屋
里
夕
は
寛
政
～
文
化
に
か
け
､
そ
の
相
方
の
立
三
味
線
と
し
て
活
躍
し
た
｡

ま
た
長
唄
は
二
代
目
伊
三
郎
が
立
唄
､
立
三
味
線
は
最
晩
年
の
初
代
正
次
郎
が

出
演
し
て
い
る
｡
彼
は
天
明
年
間
以
降
｢
羽
根
の
禿
｣
　
｢
菊
寿
の
草
摺
｣
｢
月
顔

最
中
名
取
種
｣
等
数
々
の
名
曲
を
残
し
て
お
-
'
本
作
も
正
次
郎
作
曲
と
考
え

る
｡
振
付
の
山
口
七
之
介
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
だ
が
'
町
田
博
三
は
山
口
姓

が
江
戸
市
山
流
の
開
祖
市
山
七
十
郎
の
旧
姓
な
の
で
､
七
十
郎
の
門
弟
と
考
察

O
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
=
>
)

し
た
｡
な
お
前
年
秋
の
顔
見
世
番
付
で
は
　
｢
市
山
七
之
介
｣
と
あ
る
｡

ま
た
正
本
内
題
下
に
｢
左
交
述
｣
と
あ
-
､
初
代
桜
田
治
助
　
(
俳
名
左
交
)

の
作
詞
と
知
れ
る
｡
こ
の
興
行
に
は
一
つ
の
逸
話
が
あ
り
'
そ
れ
は
三
升
屋
二

(S)

三
治
の
　
『
作
者
年
中
行
事
』
　
五
之
巻
｢
三
津
五
郎
栄
三
郎
を
そ
し
る
事
｣
と
し

て
書
き
残
さ
れ
た
｡
本
作
に
続
-
対
面
の
幕
で
は
三
津
五
郎
栄
三
郎
が
十
郡
五

郎
で
出
演
'
花
道
の
出
に
恒
例
の
つ
ら
ね
を
聞
か
せ
る
｡
こ
の
時
､
扇
尽
-
し

＼

=

l

の
つ
ら
ね
を
執
筆
し
た
治
助
は
　
｢
蓑
ほ
う
や
音
羽
や
の
つ
ら
ね
を
書
事
か
｣
と

皮
肉
を
漏
ら
し
た
と
い
う
｡
蓑
ほ
う
と
は
､
前
名
菓
助
の
三
津
五
郎
を
指
し
て

の
言
で
あ
る
｡
親
子
ほ
ど
も
年
の
違
う
老
巧
な
名
作
者
治
助
の
目
か
ら
は
､
三

津
五
郎
栄
三
郎
は
小
僧
上
が
-
の
若
手
に
過
ぎ
な
か
っ
た
｡
ま
た
実
際
に
'
三



津
五
郎
が
満
都
の
人
気
を
一
身
に
集
め
る
看
板
役
者
に
飛
躍
す
る
の
は
こ
の
翌

年
の
こ
と
で
あ
る
｡
｢
三
重
霞
｣
は
三
津
五
郎
栄
三
郎
と
い
う
勃
興
期
に
あ
る
若

手
を
中
心
に
､
相
手
役
の
富
三
郎
'
ま
た
作
詞
作
曲
の
治
助
正
次
郎
と
､
一
世

代
上
の
先
達
が
協
力
し
､
周
囲
を
固
め
て
の
上
演
で
あ
っ
た
｡

同
州
凶

④
拍
子
舞
(
三
人
+
長
唄
･
富
本
掛
合
)

二
㌧
　
構
成
と
特
徴

-
俺
儲
師
･
拍
子
舞
-

本
章
で
は
作
品
内
容
を
具
体
的
に
分
析
す
る
が
､
予
め
触
れ
て
お
-
の
は
､

富
本
正
本
が
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
｡
但
し
『
徳
川
文
芸
類
衆
』
第
九
巻

及
び
『
日
本
歌
謡
集
成
』
近
世
篇
巻
十
に
富
本
正
本
集
｢
桜
草
集
｣
所
収
翻
刻

(2)

が
あ
り
､
そ
れ
に
拠
れ
ば
長
唄
正
本
と
詞
章
に
大
差
は
な
い
｡
ま
た
長
唄
正
本

も
現
在
表
紙
外
題
下
に
｢
再
板
｣
と
あ
る
も
の
し
か
管
見
に
入
ら
ず
(
注
6
参

照
)
'
そ
の
中
で
も
最
終
丁
の
末
尾
に
享
和
三
亥
｢
正
月
｣
吉
日
と
あ
る
も
の
と

｢
五
月
｣
と
あ
る
の
と
こ
種
存
在
す
る
｡
少
な
-
と
も
二
回
板
行
は
確
実
で
､
需

要
の
高
さ
が
推
測
さ
れ
よ
う
｡
よ
っ
て
富
本
･
長
唄
と
も
に
正
本
に
謎
を
残
す

が
'
こ
こ
で
は
長
唄
正
本
を
も
と
に
本
作
の
構
成
を
整
理
し
て
左
に
掲
げ
る
｡

①
オ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
本
(
さ
る
程
に
時
致
十
八
年
の
天
津
風
～

②
五
郎
･
少
将
の
出
(
髪
杭
き
)
　
　
長
唄
(
見
み
え
そ
め
に
し
そ
の
日
よ
り
～

∩
〓
∪

③
朝
比
奈
の
出
　
(
侃
偶
師
の
所
作
)
　
富
本
(
お
は
も
じ
ゃ
ま
だ
紅
筆
も
初
霞
～

長
唄
(
す
い
て
ふ
ゑ
い
ち
や
　
-
　
～

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
偵
偶
師
》

⑤
ク
ド
キ
　
(
少
将
)

⑥
五
郎
の
踊
り

⑦
朝
比
奈
の
踊
-

同
回
凶

⑧
草
摺
引
の
所
作

⑨
五
郎
の
引
込
み

富
本
(
か
け
ま
く
も
日
本
堤
を
天
照
す
～

吉
本
へ
ま
だ
と
け
か
ぬ
る
乙
の
雪
～

栄
三
郎
｢
恵
比
寿
三
郎
左
衛
門
祐
経
～

長
唄
(
十
日
夷
の
お
宮
に
は
～

富
三
郎
･
三
津
五
郎
｢
と
め
た
く
と
め
た
わ
い
な
ア
～

(
チ
ラ
シ
)
　
　
　
　
　
富
本
(
折
か
ら
逃
げ
来
る
裸
背
馬
～

富
本
の
置
浄
瑠
璃
が
あ
-
五
郎
少
将
が
髪
杭
き
の
姿
を
現
す
｡
辻
･
絵
本
番

付
の
絵
組
に
は
屋
体
軒
部
に
格
子
が
措
か
れ
､
現
行
｢
矢
の
根
｣
と
同
じ
く
上

障
子
に
よ
る
出
か
｡
二
人
の
セ
リ
フ
の
後
､
朝
比
奈
扮
す
る
塊
偏
師
が
登
場
､

(
す
い
て
ふ
ゑ
い
ち
や
､
と
中
国
語
風
の
歌
詞
に
乗
せ
唐
子
人
形
を
持
っ
て
踊

(S)り
､
舞
台
で
三
人
が
顔
を
揃
え
て
眼
目
の
拍
子
舞
と
な
る
｡
こ
れ
は
音
曲
と
掛

合
で
役
者
も
唄
い
つ
つ
､
三
味
線
の
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
踊
-
込
む
所
作
形
態
で

あ
る
｡
｢
拍
子
｣
と
は
足
拍
子
を
指
し
､
必
然
的
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
踊
-
と
な
る
｡

長
唄
正
本
上
で
は
役
者
が
唄
う
詞
章
は
割
書
き
さ
れ
､
明
確
に
そ
れ
と
知
れ
る
｡

記
紀
に
記
さ
れ
た
蛭
子
神
話
か
ら
派
生
し
た
人
形
芝
居
の
起
源
伝
説
に
､
吉
原

の
廓
遊
び
を
絡
ま
せ
た
内
容
の
拍
子
舞
で
あ
る
｡
こ
の
山
場
の
の
ち
､
緩
や
か

な
曲
調
の
少
将
の
ク
ド
キ
か
ら
一
転
し
､
親
の
敵
工
藤
祐
経
を
討
と
う
と
逸
る

五
郎
の
勇
ま
し
い
踊
-
と
な
る
｡
そ
れ
を
紛
ら
す
形
で
朝
比
奈
が
正
月
の
風
物

を
並
べ
立
て
､
ま
た
狂
言
小
舞
に
あ
る
　
｢
暁
の
明
星
｣
を
明
る
-
踊
る
｡
再
度

六
九



セ
リ
フ
の
後
､
三
人
で
賑
や
か
に
草
摺
引
の
所
作
と
な
-
､
終
曲
は
五
郎
が
馬

上
の
引
込
み
を
見
せ
て
幕
O
先
述
の
上
障
子
と
い
い
､
大
道
具
や
幕
切
れ
の
演

出
等
､
や
は
-
｢
矢
の
根
｣
と
同
趣
の
舞
台
と
思
わ
れ
る
｡
m

残
念
な
が
ら
台
本
が
確
認
さ
れ
な
い
が
､
『
賀
久
屋
寿
々
免
』
に
治
助
自
筆
本

の
例
と
し
て
'
本
作
台
本
の
表
紙
･
幕
明
き
該
当
丁
が
引
用
さ
れ
て
い
る
｡
そ

の
ト
書
き
に
は
音
曲
連
中
と
も
ど
も
障
子
屋
体
を
セ
リ
上
げ
る
指
定
が
あ
-
､

極
め
て
大
掛
か
-
な
演
出
を
用
い
た
こ
と
が
知
れ
る
｡
ま
た
本
作
に
は
拍
子
舞

の
ほ
か
'
曾
我
狂
言
の
見
ど
こ
ろ
　
｢
髪
枕
き
｣
　
や
｢
革
摺
引
｣
ま
で
仕
組
ま
れ
､

趣
向
を
散
り
ば
め
た
一
幕
で
あ
っ
た
｡
な
お
｢
髪
棟
き
｣
が
曾
我
狂
言
の
歴
史

に
お
い
て
育
ま
れ
た
演
出
で
あ
っ
た
こ
と
は
､
郡
司
正
勝
氏
に
よ
る
論
考
が
あ

(｣)る
｡
右
の
よ
う
に
本
作
は
曾
我
狂
言
と
し
て
の
魅
力
が
横
溢
し
て
い
る
が
､
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
は
侃
偏
師
と
い
う
人
物
設
定
､
ま
た
拍
子
舞
と
い
う
演
出
設

定
が
重
要
な
要
素
と
考
え
る
｡

ま
た
あ
た
ら
し
く
み
つ
の
さ
か
ず
き

塊
偏
師
は
後
年
三
津
五
郎
が
｢
復
　
新
　
三
組
蓋
｣
　
の
三
段
返
し
で
踊
-

(
文
政
七
年
[
一
八
二
四
]
九
月
市
村
座
)
､
清
元
の
人
気
舞
踊
と
し
て
後
世
に

残
し
た
｡
そ
こ
に
連
関
す
る
意
味
も
あ
-
､
こ
こ
で
ま
ず
侃
偏
師
に
焦
点
を
当

て
言
及
し
た
い
｡
は
じ
め
に
近
世
大
道
芸
人
の
侃
偏
師
の
風
俗
を
知
る
た
め
に
､

(Z'

小
川
顕
道
の
随
筆
『
塵
塚
談
』
上
巻
を
引
用
す
る
｡

悦
偏
師
を
江
戸
の
方
言
に
山
ね
こ
と
い
ふ
人
形
ま
は
し
也
1
人
し
て
小
袖

棟
の
や
う
の
箱
に
人
形
を
入
背
に
負
て
手
に
腰
鼓
を
た
,
き
な
が
ら
歩
行

な
-
小
童
其
音
を
聞
て
呼
人
人
形
を
歌
舞
せ
し
め
遊
観
す
　
(
中
略
)
　
我
ら

十
四
五
歳
頃
ま
て
は
一
ケ
月
に
七
八
度
ツ
､
来
-
L
が
今
は
絶
て
な
し

七
〇

こ
こ
で
は
塊
偏
師
の
風
俗
と
と
も
に
､
そ
れ
が
既
に
過
去
の
も
の
に
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
｡
顕
道
は
元
文
二
年
(
一
七
三
七
)
生
ま
れ
な
の
で
､

宝
暦
初
頭
に
は
侃
偏
師
が
江
戸
の
町
か
ら
消
滅
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
｡
更
に
S
)

｢
三
重
霞
｣
か
ら
約
二
十
年
後
､
先
述
の
清
元
｢
促
偏
師
｣
に
次
の
詞
章
が
あ
る
｡

(
竹
田
の
昔
　
曝
し
ご
と
　
誰
が
今
知
ら
ん
塊
偏
師
　
阿
波
の
鳴
門
を
小

唄
と
は
　
晋
子
が
吟
の
風
流
や
　
古
き
合
点
で
そ
の
ま
ま
に

こ
の
文
政
七
年
時
の
歌
詞
で
は
､
竹
田
か
ら
-
-
人
形
の
塊
偏
師
を
念
頭
に
置

(3)

い
て
い
る
が
､
や
は
-
促
偏
師
を
過
去
の
風
俗
と
し
て
請
っ
て
い
る
｡
晋
子
こ

と
元
禄
の
宝
井
其
角
が
詠
ん
だ
｢
健
保
師
阿
波
の
鳴
戸
を
小
唄
か
な
｣
　
(
『
五
元

集
』
)
を
踏
ま
え
､
古
め
か
し
い
の
を
承
知
で
と
観
客
に
断
っ
て
い
る
歌
詞
で
あ

る
｡
侃
偏
師
は
か
ら
-
-
人
形
と
し
て
の
み
生
き
続
け
､
巷
間
か
ら
姿
を
消
し

て
久
し
い
芸
で
あ
っ
た
｡
『
塵
塚
談
』
を
是
と
す
る
な
ら
ば
､
宝
暦
以
後
歌
舞
伎

の
舞
台
に
登
場
す
る
悦
偏
師
は
､
同
時
代
に
は
失
な
わ
れ
た
過
去
風
俗
を
踊
る

も
の
と
な
る
｡
こ
れ
は
作
品
解
釈
の
上
で
注
意
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
｡

な
お
使
偏
師
を
扱
っ
た
先
行
作
と
し
て
河
東
節
｢
浮
世
侃
偏
師
｣
　
が
あ
る
｡

こ
れ
は
十
七
世
紀
に
一
世
を
風
廃
し
た
外
記
節
か
ら
預
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
古

曲
だ
が
､
悦
偏
師
の
代
表
作
と
し
て
流
行
し
た
｡
｢
三
重
霞
｣
は
こ
の
｢
浮
世
偲

偏
師
｣
を
参
考
に
し
て
お
-
､
｢
小
倉
の
野
辺
の
一
本
薄
｣
　
｢
心
よ
さ
そ
な
か
み

(2)

様
ぢ
や
｣
や
､
｢
三
人
持
ち
し
子
宝
の
｣
の
歌
詞
が
共
通
す
る
｡
ま
た
｢
花
が
見

た
く
ば
吉
野
へ
ご
ざ
れ
｣
　
の
歌
詞
を
　
｢
花
が
見
た
く
ば
お
江
戸
へ
ご
ざ
れ
､
上

野
飛
鳥
の
花
盛
-
｣
と
書
替
え
､
江
戸
の
花
を
詣
う
工
夫
が
為
さ
れ
た
｡

で
は
曾
我
狂
言
に
お
け
る
低
値
師
の
所
作
に
は
ど
の
よ
う
な
先
行
作
が
あ
る



の
で
あ
ろ
う
か
｡
現
在
､
次
の
三
例
が
確
認
出
来
る
　
(
役
者
名
上
の
○
数
字
は

代
数
)
｡

そ

が

び

い

き

に

ほ

ん

ざ

く

ら

イ
･
宝
暦
十
二
年
(
一
七
六
二
)
　
二
月
中
村
座
｢
曾
我
最
眉
二
本
桜
｣

し
の
ぷ
ぐ
さ
ち
ど
り
の
も
ん
び

一
番
目
　
常
磐
津
｢
垣
衣
草
千
鳥
紋
日
｣
京
の
次
郎
(
④
市
川
団
十
郎
)

か
が
み
が
い
け
お
も
か
げ
そ
が

ロ
･
明
和
七
年
(
1
七
七
〇
)
　
正
月
中
村
座
｢
鏡
池
　
悌
曾
我
｣

一
番
日
　
大
薩
摩
｢
偵
偏
師
髭
の
門
松
｣
朝
比
奈
(
②
中
村
伝
九
郎
)

み
ま
す

ハ
･
天
明
五
年
(
一
七
八
五
)
　
正
月
中
村
座
｢
初
花
親
曾
我
｣

し
の
ぷ
こ
い
や
な
ぎ
か
つ
ら
お

一
番
目
六
立
冒
　
富
本
｢
忍
恋
柳
桂
男
｣
京
の
次
郎
(
⑤
市
川
団
十
郎
)

右
の
う
ち
ロ
が
朝
比
奈
扮
す
る
侃
偏
師
の
先
距
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
､
正
本

(ァ)

が
残
ら
ず
､
絵
本
も
該
当
場
面
が
判
然
と
し
な
い
｡
そ
れ
に
対
し
'
イ
は
辻
番

(S)付
に
首
か
ら
人
形
箱
を
下
げ
､
唐
子
人
形
を
持
っ
た
袖
無
し
羽
織
姿
の
京
の
次

'

!

1

]

[

(

'

]

]

郎
が
措
か
れ
､
評
判
記
の
芸
評
や
'
正
本
も
残
る
｡
こ
れ
ら
に
拠
る
と
､
源
範

頼
館
に
軟
禁
さ
れ
た
大
磯
の
虎
を
案
じ
'
恋
人
の
十
郎
が
忍
ん
で
来
た
と
こ
ろ

へ
､
曾
我
兄
弟
の
義
理
の
兄
で
あ
る
京
の
次
郎
が
低
値
師
で
く
ろ
く
六
兵
衛
に

身
を
宴
し
て
到
来
'
三
人
の
踊
-
と
な
る
｡
こ
こ
ま
で
が
上
の
巻
で
､
下
の
巻

は
十
郡
に
思
い
を
残
し
て
死
ん
だ
娘
白
菊
の
霊
が
絡
む
と
い
う
､
金
井
三
笑
作(&)

の
長
大
な
舞
踊
劇
で
あ
る
｡
ハ
は
正
本
が
残
ら
な
い
が
辻
番
付
の
絵
組
や
絵
本

を
参
照
す
る
限
-
､
富
本
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
作
品
内
容
と
し
て
は
イ
の

(
2
6
)

再
演
と
考
え
ら
れ
､
こ
れ
は
植
田
隆
之
助
氏
も
既
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

こ
の
他
､
所
作
幕
で
は
な
い
が
初
代
三
津
五
郎
も
初
春
狂
言
で
朝
比
奈
の
侃
儲

師
を
演
じ
て
い
る
　
(
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
)
｡
『
塵
塚
談
』
　
に
あ
っ
た
よ
う
に
､

侃
偏
師
は
季
節
を
問
わ
ず
活
動
し
た
｡
し
か
し
か
つ
て
低
値
師
の
代
表
的
な
存

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
低
値
師
》

在
で
あ
っ
た
西
宮
神
社
の
夷
か
き
が
新
年
の
風
物
と
し
て
定
着
し
て
い
た
た
め

か
､
右
の
ご
と
-
初
春
の
曾
我
狂
言
に
度
々
登
場
し
て
い
る
｡
｢
三
重
霞
｣
も
'

そ
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
で
あ
っ
た
｡

次
に
､
作
品
の
核
と
な
っ
て
い
る
拍
子
舞
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
｡
拍
子
舞
は

明
和
-
寛
政
に
か
け
流
行
し
､
そ
の
後
急
速
に
廃
れ
た
所
作
形
態
で
あ
る
｡
試

み
に
､
近
世
江
戸
歌
舞
伎
に
お
い
て
上
演
を
み
た
所
作
事
の
中
か
ら
､

(fe)

A
=
音
曲
正
本
に
拍
子
舞
と
明
記
さ
れ
た
作
品

B
-
音
曲
正
本
に
明
記
さ
れ
ず
と
も
'
拍
子
舞
の
通
称
を
も
つ
作
品

C
=
伝
承
曲
か
ら
拍
子
舞
と
推
測
可
能
な
作
品

を
左
に
抄
出
す
る
　
(
但
し
｢
三
重
霞
｣
は
除
-
)
｡

明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
正
月
中
村
座
　
　
　
　
長
唄
｢
春
調
娘
七
種
｣
-
C

明
和
五
年
(
一
七
六
八
)
十
一
月
市
村
座
　
　
　
長
唄
｢
数
草
吉
原
雀
｣
-
A

天
明
元
年
(
l
七
八
二
　
十
l
月
中
村
座

長
唄
･
大
薩
摩
｢
我
背
子
恋
の
合
槌
｣
　
(
蜘
妹
の
拍
子
舞
)
-
B

天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
　
十
一
月
桐
座

長
唄
｢
写
絵
雲
井
弓
｣
　
(
高
麗
蔵
拍
子
舞
)
-
A

天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
十
一
月
市
村
座
　
長
唄
｢
五
修
橋
往
来
の
噂
｣
-
A

寛
政
元
年
(
一
七
八
九
)
七
月
中
村
座
　
　
長
唄
｢
八
朔
梅
月
の
霜
月
｣
-
C

寛
政
五
年
(
一
七
九
三
)
　
八
月
河
原
崎
座

長
唄
｢
月
顔
最
中
名
取
種
｣
　
(
鬼
次
拍
子
舞
)
-
A

文
化
五
年
(
一
八
〇
八
)
正
月
市
村
座
　
　
長
唄
｢
三
津
拍
子
相
合
槌
｣
-
A

む
ろ
ん
､
こ
の
他
廃
曲
と
な
っ
た
た
め
確
認
で
き
な
い
作
品
も
あ
ろ
う
｡
ま
た
､

七
一



金
井
三
笑
の
｢
四
十
八
手
恋
所
訳
｣
(
安
永
四
年
[
一
七
七
五
]
十
一
月
中
村
座
)

の
改
作
で
､
文
政
十
丁
年
(
1
八
二
八
)
正
月
中
村
座
の
富
本
｢
四
十
八
手
恋

諸
訳
｣
(
通
称
､
相
撲
)
も
拍
子
舞
風
の
作
品
で
あ
る
｡
し
か
し
現
行
が
新
た
に

'
v
-
'

作
曲
し
て
の
復
活
上
演
な
の
で
､
右
の
一
覧
に
は
加
え
な
か
っ
た
｡

改
め
て
一
覧
を
見
る
と
､
拍
子
舞
は
十
八
世
紀
の
後
半
に
集
中
的
に
上
演
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
の
う
ち
｢
五
修
橋
｣
｢
三
津
拍
子
｣
以
外

は
伝
承
曲
だ
が
､
舞
踊
と
し
て
は
｢
蜘
妹
の
拍
子
舞
｣
｢
鬼
次
拍
子
舞
｣
は
近
代

(
2

9
)

以
降
の
復
活
で
あ
-
､
｢
高
麗
蔵
拍
子
舞
｣
は
稀
音
家
義
丸
氏
の
調
査
で
は
｢
舞

(
8
)

踊
1
流
派
に
の
み
伝
承
｣
さ
れ
て
い
る
｡
｢
八
朔
梅
｣
は
曲
の
み
現
存
､
ま
た

｢
娘
七
種
｣
｢
吉
原
雀
｣
は
現
行
人
気
舞
踊
な
が
ら
'
役
者
が
唄
い
つ
つ
踊
る
拍

子
舞
形
態
の
演
出
は
消
滅
し
た
｡
つ
ま
り
拍
子
舞
は
伝
承
が
断
絶
し
た
､
現
在

に
お
い
て
は
詳
細
不
明
の
舞
踊
で
あ
る
｡
し
か
し
｢
三
重
霞
｣
長
唄
正
本
で
は
､

表
紙
や
内
題
に
拍
子
舞
と
は
明
記
さ
れ
な
い
も
の
の
､
詞
章
中
に
｢
此
間
き
ゃ

う
げ
ん
あ
っ
て
ひ
や
う
し
ま
ひ
に
な
る
｣
(
二
丁
裏
)
と
注
記
が
あ
り
､
曲
調
か

ら
も
拍
子
舞
と
断
定
出
来
る
｡

ま
た
右
の
云
兄
の
う
ち
｢
吉
原
雀
｣
｢
蜘
昧
拍
子
舞
｣
｢
八
朔
梅
｣
は
｢
三
重

霞
｣
同
様
治
助
の
作
詞
で
あ
る
｡
一
方
杵
屋
正
次
郎
も
｢
高
麗
蔵
拍
子
舞
｣
｢
五

修
橋
｣
｢
鬼
次
拍
子
舞
｣
の
立
三
味
線
と
し
て
出
演
し
て
お
-
､
作
曲
も
担
当
し

(
S
)

て
い
た
で
あ
ろ
う
｡
更
に
｢
鬼
次
拍
子
舞
｣
で
は
正
本
内
題
下
に
｢
杵
屋
正
次

郎
述
｣
と
あ
-
､
そ
れ
に
従
え
ば
作
詞
者
で
も
あ
る
｡
正
次
郎
は
｢
三
重
霞
｣

初
演
同
年
に
､
治
助
は
三
年
後
の
文
化
三
年
(
一
八
〇
六
)
に
世
を
去
っ
た
｡

数
々
の
拍
子
舞
を
生
み
出
し
た
治
助
や
正
次
郎
が
久
々
に
､
か
つ
恐
ら
-
最
後

七
二

に
世
に
出
し
た
拍
子
舞
が
｢
三
重
霞
｣
　
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
な
お
｢
三
津
拍

子
｣
も
｢
三
重
霞
｣
　
の
の
ち
三
津
五
郎
が
再
び
手
掛
け
た
拍
子
舞
で
あ
っ
た
が
'

こ
の
時
は
勝
俵
蔵
こ
と
四
代
目
鶴
屋
南
北
作
､
二
代
目
正
次
郎
が
立
三
味
線
で

あ
っ
た
｡

拍
子
舞
は
伝
承
曲
が
少
な
い
た
め
貴
重
だ
が
､
｢
三
重
霞
｣
は
そ
れ
だ
け
で
な

-
､
一
世
代
以
前
に
拍
子
舞
に
探
-
関
与
し
た
治
助
や
正
次
郎
が
晩
年
に
作
-

上
げ
､
し
か
も
拍
子
舞
の
終
需
期
に
位
置
す
る
集
大
成
作
品
で
あ
る
点
に
お
い

て
注
目
す
べ
き
一
曲
で
あ
る
｡
そ
し
て
長
唄
･
富
本
掛
合
に
よ
る
豪
華
な
奏
演

C
e
s
n

に
乗
せ
て
､
治
助
独
壇
場
で
あ
る
吉
原
の
廓
噺
を
ふ
ん
だ
ん
に
織
-
交
ぜ
た
内

容
を
踊
る
こ
の
酒
落
た
拍
子
舞
が
､
｢
三
重
霞
｣
の
所
作
事
と
し
て
の
最
大
の
特

徴
､
最
大
の
魅
力
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

三
'
朝
比
奈

-
　
父
祖
の
芸
脈
に
つ
い
て

以
降
｢
三
重
霞
｣
初
演
者
三
津
五
郎
に
焦
点
を
あ
て
'
作
品
そ
し
て
朝
比
奈

役
と
の
関
わ
-
に
つ
い
て
述
べ
る
｡
か
つ
て
朝
比
奈
役
は
､
彼
の
実
父
初
代
三

(So)

津
五
郎
(
以
下
､
初
代
と
略
称
)
､
そ
し
て
そ
の
師
初
代
坂
東
三
八
の
当
-
役
で

あ
-
､
本
作
は
そ
の
芸
を
継
承
す
る
意
図
で
の
初
演
で
あ
っ
た
｡
そ
も
そ
も
朝

比
奈
は
元
禄
の
初
代
中
村
伝
九
郎
が
創
漬
し
て
以
来
､
伝
九
郎
家
の
代
表
芸
で

あ
っ
た
が
､
一
万
三
八
や
初
代
も
各
々
朝
比
奈
役
者
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た

の
で
あ
る
｡
本
章
で
は
ま
ず
三
八
､
初
代
の
朝
比
奈
に
つ
い
て
報
告
す
る
｡



坂
東
三
八
　
(
不
詳
～
一
七
七
〇
)
　
は
も
と
太
田
三
十
郎
を
名
乗
る
三
味
線
方

で
あ
っ
た
が
､
八
代
冒
市
村
羽
左
衛
門
の
門
弟
と
な
-
､
延
享
二
年
(
一
七
四

五
)
　
か
ら
役
者
と
し
て
再
出
発
し
た
｡
大
柄
で
舞
台
映
え
の
す
る
体
格
と
愛
敬

あ
る
芸
風
を
備
え
､
初
春
の
朝
比
奈
は
切
っ
て
蕨
め
た
役
ど
こ
ろ
で
あ
り
､
生

涯
八
回
演
じ
て
い
る
｡

-
宝
暦
二
年
(
1
七
五
二
)

2
宝
暦
三
年
(
一
七
五
三
)

3
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)

4
宝
暦
五
年
(
一
七
五
五
)

5
宝
暦
七
年
(
1
七
五
七
)

6
宝
暦
十
年
二
七
六
〇
)

7
宝
暦
十
四
年
(
一
七
六
四
)

8
明
和
六
年
(
1
七
六
九
)

5
1
3
3
朋

市
村
座
｢
楳
姿
見
曾
我
｣

ふ
か
み

市
村
座
｢
春
深
以
呂
波
曾
我
｣

さ
つ
き
ま
つ
そ
が
の
た
ち
ば
な

市
村
座
｢
皐
需
曾
我
橘
｣

こ
だ
か
ら

市
村
座
｢
珪
愛
護
曾
我
｣

に

ほ

ん

づ

つ

み

と

り

の

ね

そ

が

中
村
座
｢
日
本
塘
鶏
音
曾
我
｣

ま
ん
ね
ん
ば
し
ら

市
村
座
｢
曾
我
万
年
柱
｣

た
が
そ
で
よ
そ
お
い
そ
が

森
田
座
｢
誰
袖
粧
曾
我
｣

え
ど
の
は
な
わ
か
や
ぎ
そ
が

市
村
座
｢
江
戸
花
陽
向
曾
我
｣

1
に
あ
た
る
初
役
の
芸
評
に
は
､

巴
が
子
鶴
若
丸
の
役
｡
大
力
に
ま
か
せ
外
の
児
た
ち
を
ぶ
ち
の
め
し
｡
わ

ん
ぱ
く
す
る
ゆ
へ
｡
別
当
の
せ
つ
か
ん
に
あ
ひ
こ
ま
る
仕
内
お
か
し
｡
次

に
げ
ん
ぶ
-
し
て
あ
さ
ひ
な
と
成
｡
五
郎
を
と
め
る
仕
内
段
々
仕
内
よ
-

兄
へ
ま
す
｡
殊
に
そ
が
の
狂
言
に
あ
さ
ひ
な
は
大
役
｡
此
度
の
仕
内
は
さ

し
て
は
ね
は
な
け
れ
共
｡
随
分
せ
い
出
さ
れ
な
ば
書
が
段
々
黒
ミ
ま
す

1
t
r
.
1

(
宝
暦
二
年
≡
月
刊
『
役
者
独
案
内
』
)

と
あ
り
､
無
邪
気
な
腕
白
ぶ
り
を
荒
事
で
見
せ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
､
更
な
る

精
進
を
期
待
さ
れ
て
い
る
｡
未
だ
浅
い
芸
歴
を
考
慮
す
れ
ば
､
初
演
か
ら
及
第

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
低
値
師
》

点
と
言
え
よ
う
｡
ま
た
具
体
的
な
演
技
を
同
じ
-
芸
評
か
ら
知
る
こ
と
が
出
来

る
　
(
引
用
冒
頭
の
算
用
数
字
は
'
先
述
の
朝
比
奈
上
演
1
覧
の
数
字
に
対
応
)
0

4
･
此
度
朝
ひ
な
の
役
｡
五
郎
が
力
な
-
臆
病
者
故
い
ろ
く
と
男
立
力
(8)

持
指
南
す
る
仕
内
　
　
　
　
　
　
(
宝
暦
五
年
三
月
刊
『
役
者
伊
勢
参
』
)

5
･
此
度
朝
ひ
な
の
役
｡
荒
事
無
間
の
鐘
を
つ
き
｡
大
ぜ
い
の
と
う
ぞ
く

の
首
を
大
綱
に
て
し
め
切
｡
首
と
小
判
を
か
つ
ぱ
寵
に
入
持
行
立
入
は
ね

(g)

ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
宝
暦
七
年
三
月
刊
『
役
者
笑
上
戸
』
)

(

｣

)

f

｡

｡

1

こ
の
他
3
｢
皐
需
曾
我
橘
｣
絵
本
や
『
役
者
大
峯
入
』
で
は
半
裸
で
の
草
摺
引

の
絵
が
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に
三
八
漬
ず
る
朝
比
奈
は
､
奴
荒
事
と
し
て
の
要
素

が
非
常
に
強
い
芸
で
あ
っ
た
｡
番
付
や
評
判
記
か
ら
は
所
作
事
と
し
て
の
出
演

は
確
認
し
得
な
い
｡
な
お
宝
暦
後
半
以
降
朝
比
奈
を
演
ず
る
機
会
が
減
少
す
る

が
'
こ
れ
は
上
方
上
-
(
明
和
元
年
十
一
月
よ
-
二
年
間
)
　
に
よ
る
他
'
足
痛

(8)

を
得
て
荒
事
に
支
障
が
出
た
の
が
理
由
ら
し
い
｡
し
か
し
そ
の
中
に
あ
っ
て
､

こ

い

ぎ

く

ら

宝
暦
十
二
年
正
月
森
田
座
｢
恋
花
王
梅
若
曾
我
｣
鎌
田
又
八
役
で
は
仙
石
助
治

(3)

演
じ
る
朝
比
奈
に
対
し
､
｢
朝
ひ
な
の
心
持
し
な
ん
｣
を
舞
台
で
見
せ
た
こ
と
が
､

既
に
三
八
が
朝
比
奈
役
に
定
評
を
得
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
｡

生
涯
最
後
の
朝
比
奈
と
な
っ
た
､
8
の
芸
評
で
は
､

当
時
舞
鶴
平
久
両
雄
朝
比
奈
の
役
は
お
手
に
入
ま
し
て
珍
重
-
1
　
(
中

ご

か

く

略
)
　
朝
比
奈
の
評
は
只
今
い
た
し
ま
し
て
両
人
と
も
牛
角
の
勝
負
て
こ
さ

'"ZZi

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
明
和
六
年
七
月
刊
『
役
者
角
力
勝
負
附
』
)

と
あ
り
'
俳
名
平
久
こ
と
三
八
は
'
先
代
以
来
の
お
家
芸
を
守
る
二
代
日
伝
九

郎
　
(
俳
名
舞
鶴
)
　
と
肩
を
並
べ
'
当
時
を
代
表
す
る
朝
比
奈
役
者
と
し
て
認
知

七
三



さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
｡

初
代
三
津
五
郎
(
1
七
四
五
～
八
二
)
　
は
も
と
大
坂
竹
田
芝
居
の
出
身
で
､

浜
芝
居
の
人
気
役
者
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
上
坂
中
の
三
八
に
見
出
さ
れ
､
と
も

に
江
戸
へ
下
-
大
芝
居
の
役
者
と
な
っ
た
｡
そ
れ
は
明
和
三
年
(
一
七
六
六
)

の
顔
見
世
で
'
よ
っ
て
初
代
は
前
述
1
-
7
の
朝
比
奈
を
知
ら
な
い
｡
ま
た
8

上
演
時
も
同
座
せ
ず
､
初
代
は
三
八
の
朝
比
奈
未
見
の
可
能
性
も
あ
る
｡
初
代

は
和
事
に
長
じ
､
毎
年
初
春
の
曾
我
で
は
十
郎
を
持
ち
役
と
す
る
役
者
で
あ
っ

く
り
か
え
し
そ
が
の
お
だ
ま
き

た
｡
し
か
し
意
外
に
も
'
明
和
七
年
正
月
森
田
座
｢
繰
返
曾
我
鯛
｣
　
に
お
い

て
朝
比
奈
を
初
演
す
る
｡
偶
然
か
必
然
か
､
同
じ
月
に
三
八
が
毅
す
る
｡
初
代

と
し
て
み
れ
ば
､
体
調
思
わ
し
か
ら
ぬ
三
八
の
芸
を
継
ぐ
べ
-
'
敢
え
て
挑
ん

だ
初
演
な
の
か
も
し
れ
な
い
｡
以
後
初
代
が
三
十
八
年
の
短
い
生
涯
の
う
ち
､

三
回
演
じ
た
朝
比
奈
を
イ
･
ロ
･
ハ
と
し
て
次
に
掲
げ
､
芸
評
を
付
す
｡

イ
　
明
和
七
年
(
一
七
七
〇
)
正
月
森
田
座
｢
繰
返
曾
我
鯛
｣
二
六
歳

扱
め
づ
ら
し
-
朝
比
奈
役
よ
し
｡
五
郎
少
将
が
恋
の
取
持
の
お
か
し
み
を

く
は
へ
て
よ
し
｡
次
こ
-
は
い
ら
い
し
人
形
の
出
よ
し
対
面
の
場
迄
始
終

(
4
2
)

朝
比
奈
は
出
来
ま
し
た
　
　
　
　
(
明
和
七
年
六
月
刊
『
役
者
色
艶
起
』
)

別
而
此
春
の
あ
さ
い
な
は
当
-
ま
し
た
｡
そ
れ
故
に
位
も
座
も
な
を
し
ま

し
た

翌
寅
の
春
ハ
朝
比
奈
の
大
出
来

(
4
3
)

(
明
和
七
年
九
月
刊
『
役
者
裏
彩
色
』
)
(5)

(
安
永
三
年
夏
刊
『
役
者
信
夫
石
』
)

そ
の
き
ょ
う
だ
い
ふ
じ
の
す
が
た
み

ロ
　
安
永
五
年
　
(
一
七
七
六
)
　
正
月
森
田
座
｢
其
兄
弟
富
士
姿
視
｣
　
三
二
歳

此
度
あ
さ
い
な
に
て
上
る
-
に
て
慶
子
と
の
所
作
見
事
　
-

七
四

(
4

5
)

(
安
永
五
年
正
月
刊
『
役
者
男
風
流
』
)

ご
ひ
い
き
ね
ん
ね
ん
そ
が

ハ
安
永
八
年
(
一
七
七
九
)
正
月
中
村
座
｢
御
摂
峯
曾
我
｣
三
五
歳

園
そ
れ
に
ひ
や
う
L
を
ま
L
へ
て
此
度
の
小
林
の
せ
-
ふ
所
作
事
出
来

(
ォ
｣
)

ま
し
た
-
(
安
永
八
年
四
月
『
役
者
商
売
往
来
』
)

十
郎
三
津
五
郎
｡
二
役
朝
ひ
な
｡
少
将
に
半
四
郎
と
所
作
大
出
来

､
√
､

(
『
歌
舞
妓
年
代
記
』
)

初
演
か
ら
初
代
の
朝
比
奈
は
頗
る
好
評
で
､
芸
評
の
ほ
か
『
役
者
色
艶
起
』
目

録
で
は
｢
ほ
う
ぴ
｣
が
付
さ
れ
た
｡
そ
し
て
時
が
経
過
し
た
九
月
刊
『
役
者
裏

彩
色
』
で
も
､
更
に
は
上
演
四
年
後
の
『
役
者
信
夫
石
』
で
も
語
-
草
と
な
る

名
演
で
あ
っ
た
｡
そ
の
好
評
に
乗
じ
て
再
演
､
三
演
と
重
ね
て
ゆ
-
が
(
こ
の

時
は
十
郎
と
二
役
を
兼
ね
た
)
､
三
演
(
ハ
上
演
)
時
の
｢
朝
比
奈
の
つ
ら
ね
｣

が
『
歌
舞
妓
年
代
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
'
一
部
を
抄
出
し
よ
う
｡

ど
ふ
し
た
こ
ん
ど
の
役
ま
ハ
-
｡
き
る
と
ハ
に
や
ハ
ぬ
此
つ
ら
も
｡
師
匠

が
仕
に
せ
た
ゆ
づ
-
の
猿
ぐ
ま
｡
さ
る
わ
か
勘
三
が
は
つ
見
せ
へ
｡
け
ふ

つ
き
出
し
の
ぽ
ん
ぽ
ち
や
つ
こ
と
ホ
､
う
や
ま
っ
て
申
す
｡

本
領
に
あ
る
役
で
な
い
と
い
う
謙
遜
と
と
も
に
へ
｢
師
匠
が
仕
に
せ
た
ゆ
づ
り

の
猿
ぐ
ま
｣
と
､
朝
比
奈
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
猿
隈
も
師
匠
譲
-
と
明

言
す
る
と
こ
ろ
か
ら
､
彼
の
自
負
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ

m
*
う
か
｡
『
役
者
穿
整
論
』
に
は
､

初
竹
田
巳
之
助
と
て
｡
大
坂
竹
田
に
あ
-
つ
る
を
｡
古
三
八
弟
子
と
な
し

下
る
開
脚
常
人
器
用
な
人
に
て
｡
能
江
戸
の
風
を
呑
込
ま
し
た
｡

よ
く
と
あ
-
､
｢
能
江
戸
の
風
を
呑
込
｣
む
中
に
は
､
江
戸
歌
舞
伎
の
初
春
狂
言
に
欠



-
こ
と
の
出
来
ぬ
､
閥
連
な
朝
比
奈
役
の
成
功
も
含
ま
れ
て
い
よ
う
｡

ま
た
特
記
す
べ
き
は
､
初
代
の
朝
比
奈
が
す
べ
て
所
作
を
含
む
出
演
､
つ
ま

-
踊
る
朝
比
奈
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
イ
の
評
判
に
は
明
記
さ
れ
な
い
が
､

や
の
ね

四
立
目
で
長
唄
･
大
薩
摩
｢
馴
初
恩
の
鍛
｣
(
背
井
秀
助
作
)
を
四
代
目
岩
井
半

四
郎
(
五
郎
)
､
二
代
目
山
下
金
作
(
少
将
)
と
踊
っ
て
お
り
'
『
日
本
歌
謡
集

(3)

成
』
近
世
篇
巻
九
に
詞
章
が
収
載
さ
れ
て
い
る
｡
登
場
人
物
の
一
致
だ
け
で
な

-
'
五
郎
少
将
の
髪
硫
き
ゃ
､
五
郎
の
馬
上
の
引
込
み
な
ど
構
成
も
｢
三
重
霞
｣

と
共
通
す
る
｡
現
在
で
は
廃
曲
で
あ
-
､
演
出
の
詳
細
は
不
明
だ
が
､
詞
華
中

に
は
役
者
が
掛
合
で
語
る
指
定
が
あ
-
､
拍
子
舞
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
｡

更
に
後
幕
で
朝
比
奈
が
悦
偏
師
と
な
る
場
面
も
あ
-
､
初
代
が
演
じ
た
初
役
の

朝
比
奈
は
　
｢
三
重
霞
｣
　
の
原
型
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
ロ
･
ハ
に
お
い

て
所
作
幕
へ
の
出
演
が
あ
っ
た
こ
と
は
芸
評
に
見
え
る
通
り
で
'
ロ
は
常
磐
津

す
ご
も
り
か
ど
ゆ
く
ち
ょ
う

｢
巣
軍
門
行
昧
｣
､
ハ
は
長
唄
･
大
薩
摩
｢
初
夢
姿
富
士
｣
と
推
定
さ
れ
る
が
正

本
が
確
認
出
来
な
い
｡
し
か
し
特
に
ハ
芸
評
で
は
　
｢
ひ
や
う
L
を
ま
L
へ
て
此

度
の
小
林
の
せ
り
ふ
所
作
事
｣
と
あ
-
､
こ
れ
も
拍
子
舞
で
は
な
か
ろ
う
か
｡

三
八
の
朝
比
奈
に
は
所
作
で
の
出
演
が
確
認
さ
れ
な
い
が
､
そ
の
芸
を
継
承

し
た
初
代
の
朝
比
奈
に
焦
点
を
当
て
る
と
き
､
｢
三
重
霞
｣
へ
の
直
接
的
な
影
響

が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
｡

四
､
三
津
五
郎
の
朝
比
奈

前
章
で
は
三
津
五
郎
の
実
父
初
代
三
津
五
郎
､
更
に
は
そ
の
師
三
八
か
ら
続

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
低
値
師
》

-
朝
比
奈
の
芸
脈
を
述
べ
た
｡
で
は
｢
三
重
霞
｣
に
お
け
る
三
津
五
郎
初
役
の

評
判
は
如
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

此
度
ハ
初
朝
比
奈
の
お
役
曾
我
の
し
ん
柱
と
存
ま
す
(
中
略
)
園
丁
大
よ

-
朝
比
奈
-
わ
い
ら
い
し
の
出
1
た
い
か
ろ
-
上
る
-
に
て
の
取
廻
し
親

ま
す

よ
り
か
っ
か
う
よ
-
い
た
さ
れ
ま
す
十
郡
も
き
れ
い
で
御
座
リ
E
Z
]

(
5
0
)

(
享
和
三
年
三
月
刊
『
役
者
花
相
撲
』
)

実
父
同
様
十
郎
と
二
役
で
の
朝
比
奈
で
､
観
客
も
初
代
を
念
頭
に
置
い
た
上
で

｢
親
よ
-
か
っ
か
う
よ
-
い
た
さ
れ
ま
す
｣
と
褒
評
を
も
っ
て
迎
え
た
｡
三
津
五

郎
は
八
歳
で
実
父
と
死
別
'
観
客
は
夫
折
し
た
初
代
を
悼
ん
で
当
代
に
父
の
面

影
を
重
ね
合
わ
せ
た
｡
そ
れ
は
三
津
五
郎
が
未
だ
二
十
代
前
半
､
纂
助
の
名
跡

で
活
躍
し
て
い
た
寛
政
年
間
の
芸
評
か
ら
既
に
明
ら
か
で
あ
る
｡

段
々
に
む
か
し
の
坂
三
津
を
思
ひ
出
し
ま
す
く

(S)

(
寛
政
七
年
正
月
刊
『
役
者
恵
宝
参
』
)

此
度
今
様
所
作
事
至
極
出
来
ま
し
た
一
体
和
ら
か
な
る
生
つ
き
所
作
事
の

妙
手
に
も
直
ら
る
べ
し
土
伎
蔵
人
の
立
も
よ
ろ
し
-
芸
の
立
押
き
ゝ
て
御

(
5
2
)

亡
父
の
悌
に
似
た
-
　
　
　
　
　
(
寛
政
七
年
正
月
刊
『
役
者
人
相
鏡
』
)

あ
し
か
ゞ
左
馬
之
介
頼
兼
に
て
の
出
実
父
坂
三
つ
思
い
出
さ
れ
て
伊
達
競

の
よ
-
か
ね
の
お
も
か
げ
有
て
よ
い
ぞ
　
-

(S)

(
寛
政
八
年
正
月
刊
『
顔
見
世
当
役
者
大
評
判
』
)

御
亡
父
是
業
丈
の
風
に
て
す
ら
　
-
　
と
す
直
成
芸
風

(
5
4
)

(
寛
政
九
年
正
月
刊
『
役
者
大
雑
書
』
)

三
津
五
郎
の
芸
風
は
父
譲
-
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
二
枚
目
と
し
て
の
器
量
を
生

七
五



か
し
'
和
事
に
長
じ
た
彼
の
曾
我
に
お
け
る
持
ち
役
は
､
や
は
り
父
同
様
十
郡

で
あ
る
｡

国
ホ
ン
ニ
祐
成
に
生
ま
れ
つ
き
な
さ
つ
た
よ
(
前
掲
『
役
者
人
相
鏡
』
)

今
で
の
和
事
師
十
郎
役
ハ
外
に
ハ
な
い
そ
や

I.7;'

(
寛
政
十
二
年
正
月
刊
『
役
者
年
中
行
事
』
)

し
か
し
十
郎
役
者
で
あ
る
三
津
五
郎
が
敢
え
て
本
領
の
役
柄
を
脱
し
て
初
演
し

た
の
が
｢
三
重
霞
｣
　
の
朝
比
奈
で
あ
っ
た
｡
ま
た
､
三
津
五
郎
が
若
く
し
て
所

作
事
に
秀
で
て
い
た
こ
と
は
前
掲
『
役
者
人
相
鏡
』
　
の
記
事
か
ら
疑
い
な
い
が
～

一
方
彼
の
踊
-
の
特
徴
が
端
的
に
読
み
取
れ
る
留
意
す
べ
き
芸
評
も
あ
る
｡

圏
雷
名
の
物
-
る
ひ
ハ
あ
ま
-
と
つ
と
せ
ぬ
評
判
忠
臣
か
う
L
や
-
の

万
才
の
徳
助
ハ
少
し
な
れ
と
出
来
ま
し
た
〈

(lo)

(
寛
政
十
一
年
正
月
刊
『
役
者
三
升
顔
見
世
』
)

右
は
寛
政
十
年
(
1
七
九
八
)
　
八
月
中
村
座
｢
芦
屋
道
満
大
内
鑑
｣
保
名
物
狂

と
'
九
月
同
座
｢
太
平
記
忠
臣
講
釈
｣
　
の
万
才
の
所
作
と
の
比
較
評
で
あ
る
｡

興
味
深
い
の
は
､
恋
人
を
失
い
春
の
野
に
狂
う
保
名
が
不
評
で
､
鼓
を
手
に
福

を
寿
ぐ
万
才
が
好
評
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
｡
三
津
五
郎
は
美
男
役
者
に
似
ず
､

謂
わ
ば
風
情
や
情
趣
に
重
き
を
置
-
捕
-
よ
-
も
､
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
身
体
表
現

の
面
白
さ
を
眼
目
と
す
る
踊
-
に
実
力
を
発
揮
す
る
と
言
え
る
｡
ま
た
彼
は
所

作
と
と
も
に
タ
テ
､
つ
ま
-
立
廻
-
を
も
得
意
と
し
た
｡
前
掲
『
役
者
人
相
鏡
』

に
｢
土
伎
蔵
人
の
立
も
よ
ろ
し
-
｣
と
あ
る
他
､

井
筒
女
之
介
に
て
ゑ
ん
の
下
よ
-
出
ま
さ
お
か
と
の
少
し
ぬ
れ
有
て
大
ゼ

ひ
を
相
手
に
し
て
の
立
ま
で
大
出
来
-
＼

七
六

(
前
掲
『
顔
見
世
当
役
者
評
判
』
)

そ
ゝ
り
苛
の
ふ
-
手
踊
迄
か
ろ
ぐ
と
見
事
に
て
夫
よ
-
武
術
の
仕
合
大

達
迄
錦
升
丈
お
相
手
に
め
つ
き
-
と
仕
廻
ら
れ
L
と
1
続
の
評
判

(
前
掲
『
役
者
大
雑
書
』
)

足
軽
与
物
芸
ハ
へ
国
五
郎
丈
と
の
立
廻
り
も
き
つ
い
も
の
〈

(fe)

(
寛
政
十
年
正
月
刊
『
役
者
舞
台
粧
』
)

と
寛
政
年
間
か
ら
立
廻
り
で
の
褒
評
も
多
い
｡
こ
れ
ら
か
ら
総
合
し
て
考
え
る

に
､
三
津
五
郎
を
支
え
る
芸
の
一
つ
は
敏
捷
性
を
含
ん
だ
､
身
体
そ
の
も
の
の

躍
動
の
面
白
さ
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
｡
そ
の
意
味
に
お
い
て
､
足
拍
子
を

多
-
踏
み
､
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
運
ん
で
ゆ
-
拍
子
舞
は
三
津
五
郎
の
芸
質
に
散
っ

た
所
作
で
あ
っ
た
0
第
二
幸
で
触
れ
た
如
-
､
三
津
五
郎
は
　
｢
三
重
霞
｣
　
の
五

年
後
｢
三
洋
拍
子
相
合
槌
｣
　
で
工
藤
祐
経
に
扮
し
､
再
び
拍
子
舞
を
手
掛
け
る
0

自
ら
も
自
身
の
身
体
に
合
っ
た
感
触
を
生
理
的
に
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡

但
し
｢
三
重
霞
｣
に
つ
い
て
は
そ
れ
の
み
な
ら
ず
､
実
父
初
代
の
朝
比
奈
を

継
承
し
､
1
世
代
前
の
所
作
形
態
を
継
承
し
ょ
う
と
い
う
三
津
五
郎
の
意
欲

あ
っ
て
こ
そ
の
上
演
で
あ
っ
た
ろ
う
｡
正
本
に
拠
れ
ば
､
三
津
五
郎
の
出
の
箇

所
に
次
の
詞
章
が
あ
る
｡

上
る
-
(
か
ゝ
る
と
こ
ろ
へ
あ
さ
ひ
な
か
し
ゆ
き
や
う
の
た
ら
ぬ
く
わ
い

ら
い
師
　
合
方
三
津
五
郎
出
(
お
は
も
じ
ゃ
ま
だ
べ
に
筆
も
は
つ
が
す
み
未

申
ぐ
ま
巳
午
の
あ
い
だ

朝
比
奈
の
特
徴
で
あ
る
猿
隈
を
と
る
の
も
初
め
て
で
､
芸
の
修
行
の
足
ら
な
い

私
で
恐
縮
で
あ
る
と
謙
遜
す
る
歌
詞
を
聞
か
せ
て
の
登
場
で
あ
る
｡
観
客
が
自



身
に
期
待
す
る
初
代
の
舞
台
を
追
求
し
､
初
役
の
朝
比
奈
を
踊
る
に
あ
た
っ
て
､

治
助
が
三
津
五
郎
に
当
て
書
き
し
た
鰻
の
詞
章
で
あ
っ
た
｡

な
お
　
｢
三
重
霞
｣
を
皮
切
-
に
､
三
津
五
郎
は
都
合
八
回
朝
比
奈
を
演
じ
る
｡

み
つ
の
ほ
ま
れ
か
い
け
い
そ
が

文
化
三
年
正
月
　
(
三
二
才
)
　
河
原
崎
座
｢
三
津
誉
会
稽
曾
我
｣

む
つ
ま
じ
き
と
そ
の
さ
る
ぐ
ま

五
立
目
｢
睦
屠
蘇
猿
隈
｣
　
(
常
磐
津
)

文
化
六
年
正
月
(
三
五
才
)
　
森
田
座
四
立
目

文
化
九
年
正
月
(
三
八
才
)
　
市
村
座
五
立
目

文
政
三
年
正
月
(
四
六
才
)
　
中
村
座

五
立
目

ご

ひ

い

き

あ

ら

た

ま

そ

が

｢
御
魚
層
新
玉
曾
我
｣

ぎ
ょ
け
い
も
う
す

｢
御
慶
候
初
音
の
鷲
｣
　
(
常
磐
津
)

は
つ
わ
か
な
は
る
つ
げ
そ
が

｢
初
荏
　
鴛
曾
我
｣

み
つ
の
あ
さ
ゆ
か
し
き
か
お
ぷ
れ

｢
三
津
朝
床
敷
顔
触
｣
　
(
常
磐
津
)

｢
仕
入
曾
我
腐
金
染
｣

謂
切
E
t
J

｢
万
歳
君
堺
町
｣
　
(
宮
本
)

な

な

く

さ

ば

ん

ぜ

い

そ

が

文
政
七
年
二
月
(
五
〇
才
)
　
河
原
崎
座
｢
七
種
莱
万
歳
曾
我
｣

五
立
目
｢
蝶
衛
花
の
常
磐
津
｣
　
(
常
磐
津
)

文
政
八
年
正
月
(
五
一
才
)
　
市
村
座
｢
皐
月
富
士
曾
我
初
夢
｣

て
く
だ
の
わ
な
き
ゃ
つ
を
つ
り
ひ
げ

一
番
目
大
詰
｢
寄
買
娼
釣
髭
｣
　
(
常
磐
津
)

s
x
a
s
:

文
政
十
年
四
月
(
五
三
才
)
　
市
村
座
　
｢
月
雪
花
蒔
絵
の
后
｣

花
の
巻
｢
巌
磐
石
千
歳
草
摺
｣
　
(
長
唄
)

重
要
な
点
は
､
八
回
に
及
ぶ
上
演
す
べ
て
が
所
作
を
含
む
､
踊
る
朝
比
奈
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
｡
こ
れ
は
所
作
に
長
じ
た
三
津
五
郎
の
特
質
を
生
か
し
た

作
劇
に
拠
る
と
と
も
に
'
必
ず
所
作
を
交
え
た
実
父
初
代
演
ず
る
朝
比
奈
の
系

譜
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
三
津
五
郎
が
初
代
の
み
な
ら
ず
､
更

に
は
そ
の
師
一
二
八
か
ら
の
伝
統
を
自
負
し
て
の
上
演
で
あ
っ
た
こ
と
は
､
右
記

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
偵
値
師
》

/
c
o
l
)

v
i
n
)

｢
≡
津
朝
床
敷
顔
触
｣
の
詞
章
か
ら
読
み
取
れ
る
｡

(
こ
れ
も
苦
れ
い
小
林
が
-
ハ
つ
と
ひ
ら
い
た
さ
る
ま
な
こ
さ
る
が
人
ま

ね
さ
る
-
ま
も
お
や
ぢ
が
し
せ
う
の
ゆ
か
り
物

右
で
は
､
真
似
事
な
が
ら
朝
比
奈
を
演
ず
る
た
め
の
猿
隈
も
､
父
の
師
匠
三
八

か
ら
の
所
縁
あ
る
も
の
だ
と
詣
う
内
容
で
あ
る
｡
ま
た
こ
の
作
品
は
朝
比
奈
､

傾
城
の
虎
'
少
将
三
人
立
ち
の
踊
-
だ
が
'
詞
章
か
ら
拍
子
舞
と
推
測
さ
れ
る
｡

し
か
し
正
本
上
に
役
者
が
歌
う
指
定
が
な
-
､
■
▲
●
を
用
い
て
太
夫
三
人
の

語
-
分
け
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
｡
例
え
ば
今
に
残
る
｢
積
恋
雪
関
扉
｣
の

よ
う
に
付
セ
リ
フ
で
の
演
出
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ず
判
然
と
し
な
い
が
'
少
な

-
と
も
拍
子
舞
風
の
所
作
で
あ
る
と
は
判
断
出
来
る
｡

三
津
五
郎
の
｢
三
重
霞
｣
の
朝
比
奈
は
'
三
八
以
来
の
芸
脈
を
継
承
す
る
演

者
と
し
て
の
自
負
と
'
演
出
的
に
は
実
父
初
代
三
津
五
郎
の
所
演
を
多
分
に
意

識
し
て
の
上
演
で
あ
っ
た
｡
そ
し
て
更
に
は
本
領
の
役
柄
を
超
え
'
自
身
の
所

作
の
芸
質
を
生
か
し
た
生
涯
の
当
-
役
を
1
つ
得
る
こ
と
に
な
る
起
点
と
し
て
'

三
津
五
郎
に
と
っ
て
は
記
念
碑
的
な
初
役
の
朝
比
奈
と
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

お

わ

り

に

以
上
｢
三
重
霞
｣
　
に
つ
い
て
､
作
品
の
特
徴
と
初
演
者
三
代
目
三
津
五
郎
と

の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
た
｡
舞
踊
史
の
観
点
か
ら
拍
子
舞
作
品
と
し
て
貴
重
で

あ
る
こ
と
'
ま
た
三
津
五
郎
の
背
景
に
あ
る
父
祖
の
芸
に
対
す
る
伝
承
意
図
､

あ
る
い
は
芸
歴
上
に
占
め
る
位
置
等
に
つ
い
て
紙
面
に
移
す
こ
と
が
出
来
た
と

七
七



す
れ
ば
'
筆
者
の
喜
び
で
あ
る
｡
な
お
稀
曲
は
保
存
を
急
が
ね
ば
時
間
経
過
と

と
も
に
廃
曲
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
｡
例
え
ば
三
津
五
郎
演
ず
る
朝
比
奈
で
は

(
5
9
)

｢
巌
磐
石
千
歳
草
摺
｣
が
昭
和
十
六
年
(
T
九
四
l
)
ま
で
伝
承
さ
れ
た
が
､
現

在
で
は
途
絶
え
た
｡
現
行
曲
は
　
｢
三
重
霞
｣
　
の
ほ
か
は
　
｢
寄
民
奇
釣
髭
｣
　
の
み

で
あ
る
｡
｢
三
重
霞
｣
は
舞
踊
と
し
て
､
大
正
時
代
に
一
旦
復
活
候
補
に
挙
が
っ

(
ァ
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
a
)

た
も
の
の
流
れ
､
近
年
で
は
国
立
劇
場
邦
楽
公
演
で
の
長
唄
奏
演
と
､
水
木
歌

(S)

幸
氏
が
一
人
立
ち
の
舞
踊
と
し
て
再
構
成
し
た
上
演
に
止
ま
る
｡
三
津
五
郎
は

の
ち
朝
比
奈
を
度
々
演
じ
た
ほ
か
､
清
元
｢
使
偏
師
｣
も
世
に
残
し
た
｡
朝
比

奈
と
悦
偏
師
､
｢
三
重
霞
｣
は
そ
の
分
水
嶺
に
位
置
す
る
作
品
で
あ
る
｡
無
論
こ

れ
は
所
作
の
み
な
ら
ず
､
江
戸
一
番
の
実
事
師
と
し
て
比
類
な
い
活
躍
を
し
た

三
津
五
郎
の
芸
の
一
角
に
過
ぎ
な
い
｡
し
か
し
｢
三
重
霞
｣
は
家
の
芸
を
継
承

し
､
か
つ
自
身
の
新
た
な
役
柄
を
開
拓
す
る
出
発
点
と
し
て
'
そ
の
芸
歴
上
特

筆
す
べ
き
所
作
事
な
の
で
あ
る
｡

注

(
-
)
　
拙
稿
｢
三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
幼
少
期
-
坂
東
三
田
八
時
代
に
つ
い
て
｣
　
(
『
楽
劇

学
』
第
十
二
号
'
二
〇
〇
五
年
三
月
楽
劇
学
会
)
｡

(
2
)
　
｢
人
間
国
宝
認
定
記
念
盤
今
藤
綾
子
長
唄
秘
曲
十
選
　
第
三
集
｣
　
(
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー

ド
)
0

(
3
)
　
｢
劇
代
集
｣
　
(
東
京
大
学
総
合
図
書
館
秋
葉
文
庫
<
s
-
芝
6
)
｡

(
4
)
.
早
稲
田
大
学
演
劇
映
像
専
修
重
蔵
(
以
下
､
演
劇
専
修
重
蔵
)
　
紙
焼
資
料
(
原
資
料

は
国
立
国
会
図
書
館
蔵
)
0

(
5
)
　
筆
者
閲
覧
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
(
以
下
､
演
博
)
　
イ
｣
3
-
c
m
e
n
c
0
-
3
7
'
ロ

2
3
-
i
-
H
 
N
W
N
､
ま
た
演
劇
専
修
重
蔵
紙
焼
資
料
2
本
(
原
資
料
は
東
京
大
学
総
合

七
八

図
書
館
蔵
本
､
日
本
大
学
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
渥
美
活
太
郎
旧
蔵
本
)
｡

(
6
)
筆
者
閲
覧
は
演
博
イ
0
-
S
&
.
､
イ
J
Z
J
�
"
-
I
C
O
r
-
H
C
¥
)
i
-
H
i
-
H
O
l
)
'
-

ー
ー
v
f
O
<
｣
>
J
z
^
､
ー
^
-
*
c
S
l
^
1
1

6
､
ト
13
1
4
2
9
-
2
0
'
ト
1
3
-
-
t
f
^
c
0
-
g
>
-

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
g
s
-
o
q
t
>
-
^
-
<
*
>
-
2
(
原
資
科
は
東
京
聾

術
大
学
図
書
館
蔵
本
)
､
国
立
音
楽
大
学
竹
内
道
敬
文
庫
g
-
<
-
i
-
^
c
¥
i
c
¥
]

c
o
�
"
i
-
I
-
^
C
N
]
-
^
蝣
C
S
l
i
-
H
[
>
O
J
t
稀
音
家
義
丸
氏
蔵
本
｡
｢
版
元
さ
か
い
町
沢
村
屋
利
兵

衛
｣
(
表
紙
)
｡
な
お
､
本
文
で
触
れ
る
如
-
右
の
計
十
二
本
は
､
表
紙
外
題
下
に
す
べ

て
｢
再
板
｣
と
あ
る
｡

(
7
)
近
世
邦
楽
研
究
部
門
編
『
正
本
に
よ
る
近
世
邦
楽
年
表
(
宿
)
1
享
保
か
ら
慶
応
ま

で
』
(
国
立
音
楽
大
学
音
楽
研
究
所
年
報
第
十
一
集
別
冊
､
一
九
九
五
年
)
に
拠
る
｡
江

戸
三
座
に
お
い
て
本
作
上
演
に
先
行
L
t
か
つ
豊
後
節
系
浄
瑠
璃
を
用
い
た
掛
合
上
演

は
次
の
三
例
の
み
明
記
｡
宝
暦
九
年
三
月
森
田
座
｢
滝
桜
男
雛
形
｣
(
吉
本
･
長
唄
)
､

宝
暦
十
三
年
九
月
市
村
座
｢
忠
臣
無
間
鐘
｣
(
常
磐
津
･
長
唄
)
'
天
明
三
年
三
月
中
村

座
｢
柳
糸
恋
苧
環
｣
(
常
磐
津
･
冨
本
)
｡

(
8
)
｢
振
付
師
列
伝
｣
(
『
演
芸
画
報
』
大
正
十
年
二
月
号
)
0

(
9
)
演
博
ロ
C
N
]
,
O

c
s
I
-
^
｡
な
お
異
板
に
つ
い
て
は
赤
間
亮
･
古
井
戸
秀
夫
･
和
田
修

｢
江
戸
顔
見
世
番
付
諸
板
一
覧
(
1
)
(
1
1
1
)
｣
(
『
近
世
文
芸
1
研
究
と
評
論
』
第
三

十
四
号
～
三
十
六
号
､
一
九
八
八
年
六
月
-
八
九
年
六
月
早
稲
田
大
学
文
学
部
神
保
研

究
室
)
に
拠
る
｡

(
S
)
嘉
永
元
年
(
一
八
四
八
)
成
立
｡
垂
能
吏
研
究
会
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』

第
六
巻
歌
舞
伎
(
l
九
七
三
年
五
月
第
1
版
三
l
葦
居
)
所
収
｡

(
1
)
立
川
蔦
馬
『
歌
舞
妓
年
代
記
』
所
収
o
閲
覧
は
1
九
二
六
年
八
月
歌
舞
伎
出
版
部
刊

の
翻
刻
本
に
拠
る
｡

(
1
)
『
徳
川
文
芸
類
衆
』
(
1
九
二
五
年
十
一
月
庚
谷
国
書
刊
行
会
)
'
『
日
本
歌
謡
集
成
』

(
一
九
六
一
年
一
月
改
訂
初
版
､
東
京
堂
)
と
長
唄
正
本
の
比
較
結
果
､
内
題
下
の
翻
刻

｢
作
者
桜
田
左
交
/
富
本
斎
官
太
夫
直
伝
｣
他
､
詞
章
に
若
干
異
同
が
あ
る
｡
長
唄
正

本
翻
刻
も
日
本
名
著
全
集
『
歌
謡
音
曲
集
』
(
l
九
二
九
年
十
1
月
日
本
名
著
全
集
刊
行

会
)
､
『
日
本
歌
謡
集
成
』
近
世
篇
巻
九
(
一
九
六
〇
年
十
二
月
改
訂
初
版
)
に
あ
-
､



『
歌
謡
集
成
』
長
唄
都
刻
を
も
と
に
'

(
『
歌
謡
集
成
』
巻
九
頁
･
行
)

イ
二
九
五
頁
下
段
三
行

口
同
四
行

ハ
同
五
行

二
二
九
六
頁
上
段
三
行

T
7
i
i
l
:
'
'

-
~

富
本
と
の
異
同
を
左
に
挙
げ
る
｡

長
唄
見
み
え

心
が
花
の

(
マ
､
)

修
行
の
た
い
ぬ

恵
比
寿
の
辻
子

富
本

E
J
K

l
兄
へ

-
心
が
心
の

-
修
業
の
足
ら
ぬ

1
ゑ
び
す
の
辻
子
へ

へ

　

同

卜

　

同

4
　
　
^
T

リ

　

同

ヌ

　

同

ル

　

同

J
I
　
"
T
"

十
八
行

下
段
三
行
六
行
七
行
九
行
十
行

三
津
(
お
せ
や
れ
を
の
こ
合
二
挺
立
三
挺
立

1
ナ
シ

三
つ
羽
の
征
矢
か
1
三
つ
羽
の
征
矢
が

22　21 20 19

い
れ入
升
俵

綾
が
千
反

見
さ
い
な
だ

此
間
セ
リ
フ

富
三
/
三
津

十
二
行
　
ち
ょ
っ
と
湊
へ

1
人
-
研
た
は
ら

1
枚
千
反

-
見
さ
い
な

1
此
門
せ
り
ふ

1
三
津

1
ち
ょ
っ
と
漆
へ

る
物
真
似
の
発
想
と
展
開
｣
(
『
芸
能
の
科
学
』
1
8
､
一
九
九
〇
年
三
月
東
京
国
立
文
化

財
研
究
所
)
'
古
井
戸
秀
夫
『
舞
踊
手
帖
』
二
九
九
〇
年
二
月
厭
々
堂
初
版
､
二
〇

〇
〇
年
十
1
月
新
書
館
新
版
)
､
山
田
和
人
｢
竹
田
か
ら
-
-
『
悦
儲
師
』
に
つ
い
て
-

フ
ィ
ー
ル
ド
と
文
学
史
の
接
点
-
｣
(
『
歌
舞
伎
研
究
と
批
評
』
十
二
号
､
1
九
九
四

年
一
月
歌
舞
伎
学
会
)
等
に
論
考
が
あ
る
｡

｢
浮
世
侃
偏
師
｣
詞
章
は
『
歌
謡
音
曲
集
』
(
注
1
2
参
照
)
に
拠
る
｡

演
博
ロ
2
3
1
r
-
t
o

演
博
イ
j
C
M
C
O
C
M
C
M
C
M
､
同
ロ
2

2
1
6
-
2

宝
暦
十
二
年
三
月
刊
『
役
者
手
は
じ
め
』
(
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
七
巻
岩

波
書
店
､
四
四
一
頁
)
市
川
団
十
郎
芸
評
に
｢
次
に
く
は
い
ら
い
し
の
所
作
｡
上
る
り

に
合
せ
て
の
お
か
し
み
｡
身
ぶ
-
き
れ
い
に
し
て
受
取
ま
し
た
｣
｡

右
の
う
ち
ロ
･
ハ
･
ヌ
･
ヲ
は
翻
刻
の
誤
-
と
思
わ
れ
､
そ
の
他
も
ホ
･
ル
を
除
い
て

は
ご
-
微
細
な
異
同
で
あ
る
｡

(
2
)
辻
番
付
･
絵
本
番
付
･
正
本
表
紙
の
絵
に
よ
る
｡

(
3
)
弘
化
二
年
二
八
四
五
)
成
立
｡
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
(
注
1

0
参
照
)

所
収
｡
な
お
'
同
書
の
｢
三
重
霞
｣
台
本
表
紙
に
は
｢
第
一
番
目
五
立
目
｣
と
あ
-
､

番
付
と
異
な
る
｡

(
3
)
｢
髪
杭
の
系
譜
｣
o
『
演
劇
研
究
』
三
号
､
一
九
四
八
年
九
月
初
出
.
の
ち
『
か
ぶ
き
-

様
式
と
伝
承
』
(
一
九
五
四
年
七
月
寧
楽
書
房
初
刊
､
一
九
六
九
年
七
月
草
薮
書
林
再
刊
'

二
〇
〇
五
年
二
月
ち
く
ま
学
芸
文
庫
三
刊
)
所
収
｡

(
2
)
『
燕
石
十
種
』
第
一
巻
(
一
九
二
七
年
一
月
寮
谷
国
書
刊
行
会
)
所
収
｡

(
5
)
『
日
本
舞
踊
全
集
』
第
l
巻
演
目
解
説
Ⅰ
(
一
九
七
七
年
五
月
初
版
日
本
舞
踊
社
)
に

拠
る
｡

(
2
)
竹
田
か
ら
-
-
の
使
偏
師
に
つ
い
て
は
､
丸
茂
美
恵
子
｢
舞
踊
｢
悦
偏
師
｣
に
お
け

三
代
目
坂
東
三
津
五
郎
の
《
朝
比
奈
の
低
値
師
》

『
徳
川
文
芸
類
緊
』
第
九
巻
､
『
日
本
歌
謡
集
成
』
近
世
篇
巻
十
(
注
12
参
照
)
所
収

｢
常
磐
種
｣
翻
刻
に
拠
る
｡

演
博
ロ
C
X
I
^
O

<
'
-
-
'
,
,
描
線
1
7
小
1
r
-
-
'
'
-
｣
>

¥
C
<
l
)
前
掲
(
注
2
)
テ
イ
チ
ク
レ
コ
ー
ド
解
説
書
｡

(
&
)
『
正
本
に
よ
る
近
世
邦
楽
年
表
(
宿
)
』
(
注
7
参
照
)
に
拠
る
O
但
し
｢
三
津
拍
子
相

合
槌
｣
は
正
本
詞
章
中
に
拍
子
舞
の
指
定
が
あ
る
も
､
右
記
年
表
(
稿
)
に
は
拍
子
舞

と
し
て
特
記
さ
れ
な
い
の
で
､
筆
者
閲
覧
の
正
本
に
拠
っ
た
｡
閲
覧
は
演
博
イ

2
1
2
1
3
4
H
､
イ
3
-
-
-
I
c
s
i
-
-
I
c
n
i
-
-
-
i
i
-
h
r
o
K
-

(
8
)
一
九
五
四
年
三
月
歌
舞
伎
座
第
一
回
答
会
｢
鴛
驚
襖
恋
睦
｣
｡
上
の
巻
｢
相
撲
｣
は
杵

屋
栄
二
が
長
唄
で
新
た
に
作
曲
｡

歌
舞
伎
に
お
け
る
復
活
初
演
は
｢
蜘
蚊
の
拍
子
舞
｣
昭
和
三
十
年
(
一
九
五
五
)
二
月

歌
舞
伎
座
第
二
回
答
会
'
｢
鬼
次
拍
子
舞
｣
大
正
十
l
年
(
t
九
二
二
)
二
月
帝
国
劇
場

第
一
回
羽
衣
会
｡

『
長
唄
閑
話
』
(
二
〇
〇
二
年
四
月
新
潮
社
)
所
収
｢
長
唄
伝
承
記
録
(
平
成
十
四
年
三

月
現
在
)
｣
｡

(
5
5
)
演
博
イ
]
T
-
H
C
S
l
.
-
K
N
I
K
ォ
<

七
九



『
作
者
名
目
』
(
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
所
収
)
桜
田
治
助
条
｢
名
題
の

書
も
の
､
浄
瑠
璃
文
句
は
､
当
時
の
流
行
を
喜
入
て
､
よ
し
原
の
事
に
-
は
し
-
｣
と

あ
る
｡

(
3
)
明
和
六
年
(
1
七
六
九
)
十
月
刊
『
明
和
伎
鑑
』
(
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六

巻
所
収
)
で
は
初
代
三
津
五
郎
を
三
八
の
養
子
と
す
る
｡
一
万
㌧
初
代
の
追
善
に
出
版

さ
れ
た
『
坂
東
三
津
五
郎
追
善
そ
の
悌
』
(
東
京
大
学
総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
A
∞
-

霞
亭
-
-
0
-
-
o
a
｡
閲
覧
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
g
c
v
,
-
0
-
g
)

で
は
弟
子
と
し
､
後
述
す
る
つ
ら
ね
や
『
役
者
穿
整
論
』
､
ま
た
｢
三
津
朝
床
敷
顔
触
｣

詞
章
で
も
三
八
を
初
代
の
師
匠
と
す
る
の
で
､
本
稿
で
は
初
代
を
三
八
の
弟
子
と
位
置

付
-
i
-
I
)
'
,

(
g
)
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
四
巻
三
五
五
頁
o

右
同
書
五
巻
二
九
四
頁
｡

K
c
o
)
右
同
書
六
巻
二
〇
八
頁
｡

(
3
7
)
演
博
ロ
8
-
<
-
�
"
ォ

/
｡
｡
¥

¥
c
o
)
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
三
月
刊
｡
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』
第
二
期
五
巻
三
二
頁
｡

v
c
o
J
宝
暦
十
1
年
(
l
七
六
1
)
三
月
刊
『
役
者
一
向
一
心
』
(
右
同
書
七
巻
二
四
八
頁
)
､

同
十
二
年
正
月
刊
『
役
者
年
越
草
』
(
同
三
五
六
頁
)
､
同
十
三
年
三
月
刊
『
役
者
青
野

山
』
(
右
同
書
八
巻
四
二
頁
)
､
同
十
四
年
正
月
刊
『
役
者
初
庚
申
』
(
同
一
二
四
頁
)
令

芸
評
に
記
事
｡

(
S
)
宝
暦
十
二
年
(
1
七
六
二
)
三
月
刊
『
役
者
手
は
じ
め
』
(
右
同
書
七
巻
四
四
五
頁
)
｡

(
3
)
右
同
書
九
巻
四
〇
〇
頁
｡

右
同
書
九
巻
五
八
八
頁
｡

(
c
｡
¥
右
同
書
十
巻
三
七
頁
｡

(
4
)
国
立
国
会
図
書
館
c
s
]
O
o
^
>
-
C
<
i
<
J
i
O

演
博
ロ
J
Z
j
r
-
H
C
S
I
C
O
-
^

東
京
大
学
総
合
図
書
館
s
F
1
4
3

(
S
O
注
1
1
と
同
書
｡
三
七
〇
頁
｡

安
永
六
年
二
七
七
七
)
刊
｡
演
博
ロ
c
o
c
s
l
i
-
H
^

八
〇

注
1

2
参
照
｡
同
書
1
9
0
頁
｡

演
博
ロ
|
^
]
.
-
1
"
s
f
(
M
C
S
I

(
｣
)
演
劇
専
修
重
蔵
紙
焼
資
料
に
拠
る
｡
原
資
料
は
大
阪
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
本
｡

/
C
s
J
N

¥
i
r
t
)
演
博
ロ
|
Z
j
-
-
-
'
0
0
0
-
1
>
-

(
f
f
i
)
演
博
ロ
1
-
-
f
｡
0
｡
0
"
^

(
3
)
演
博
ロ
l
･

1
1
i
-
I
C
O
C
O
L
O

(
5
5
)
演
博
ロ
1
1
-
-
^
o
o
O

演
博
ロ
5
-
H
^
f
O
l
>

(
5
7
)
演
博
ロ
'
I
1
-
t
C
O
C
i
L
O

f
c
o
¥
演
博
-
1
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稀
書
家
義
丸
氏
調
査
｢
長
唄
伝
承
記
録
｣
(
注
3
0
参
照
)
｡

『
日
本
舞
踊
』
昭
和
十
二
年
十
一
月
号
｢
復
活
し
て
い
ゝ
曲
｣
に
渥
美
活
太
郎
が
｢
三

重
霞
｣
を
挙
げ
､
大
正
十
1
年
五
代
目
中
村
福
助
の
研
究
会
羽
衣
会
で
の
復
活
候
補
と

な
る
も
時
間
の
都
合
で
｢
鬼
次
拍
子
舞
｣
に
差
替
え
ら
れ
た
経
緯
を
記
録
｡

(
3
)
平
成
三
年
一
月
二
十
六
日
国
立
劇
場
第
六
十
五
回
邦
楽
公
演
｡

(
C
｡
¥
平
成
十
六
年
六
月
十
三
日
国
立
小
劇
場
歌
幸
の
会
｡
立
方
水
木
歌
幸
'
振
付
藤
間
紋
寿

郡
｡

本
稿
を
為
す
に
あ
た
-
､
稀
音
家
義
丸
氏
､
配
川
美
加
氏
ー
吉
野
雪
子
氏
に
は
資
料

の
恵
与
･
御
教
示
を
頂
い
た
こ
と
を
付
記
L
T
探
謝
致
し
ま
す
｡


